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１ 第２９回山形県林業まつり実行委員会開催!!  

 7月 23日村山総合支庁４０２会議室におい

て、第 29回山形県林業まつり実行委員会が開

催された。細野武司委員長をはじめ委員等 35

名が出席した。委員長挨拶、齋藤潔森林ノミ

クス推進課長挨拶に続き、昨年度のまつり反

省点の確認や今年度の対応策などを説明した

後、今年度も山形県農林水産祭のイベントと

して、秋の食彩まつりと共催し、開催日を 10

月 19 日（土）から 20 日（日）とする案が承

認された。主催者は、今年も山形県林業まつ

り実行委員会、山形県、天童市、山形県森林協会、山形県森林組合連合会、山形県木材産業

協同組合、（公財）山形県みどり推進機構、やまがた県産木材利用センターの 8 団体が共催

する。委員からの提案では、一つは餅撒き事業の見直しについてと高性能林業機械展示の規

模拡大の意見があり、委員長と事務局で検討することで一任された。その他の議案は事務局

案のとおり承認された。8月初旬から出展申込書や広告協賛依頼文書を配布いたしますので、

今年度もご協力をよろしくお願いいたします。 

 なお、当日のモンティディオの試合は、アウェイでツエーゲン金沢との試合となっており

重ならない予定。例年どおりの小中サッカー県大会は開催予定。 

２ 山形県林工連携コンソーシアム総会・研修会開催!! 

 ７月 17日パレスグランデール山形において

令和元年度第 1回運営委員会・総会・研修会が

開催され、木産協松田理事長が委員として出

席した。総会付議事項は原案どおり承認され

た。研修会では「地域創生に資する森林資源・

木材の需要拡大に向けた取組」と題し、国立研

究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究

所産学官民・国際連携推進本部研究コーディ

ネーター（産学官民連系推進担当） 桃原郁夫

氏が講演した。講演後の質問で、先月の山形沖

地震の際、鶴岡駅前で液状化現象が見られた。住宅の新築現場では地盤改良等に鉄やコンク

リートパイルの打ち込みが実施されているが、木製杭の利用も始まっていると聞いている。

土木利用として、液状化等の軽減や地盤改良に有効か最新の研究知見等を伺った。 
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３ 第５回山形県林業者安全大会開催 

 7 月 11 日、「第 5 回林業者労働安全大会」

が新庄市のニューグランドホテル新庄で木産

協素材生産部会を中心に加盟事業所等から約

130 名が集まり盛大に開催され、林業労働災

害防止への機運を高めた。 

 戸沢神社宮司の日下樹一様の安全祈願に続

き、佐藤久一素材生産部会長が開会を宣言し、

松田賢理事長が主催者挨拶の中で、林業関係

労働災害は他産業に比べて非常に高く、常日

頃の注意喚起や訓練など安全第一で取り組ん

でもらいたいと訴えた。今年のスローガンは「新たな時代にＰＤＣＡみんなで築こうゼロ災

職場」で、記念講話では山形労働局健康安全課長鈴木義和氏が「林業労働災害の防止につい

て」県最上総合支庁森林整備課長堀米英明氏

が「山形県の林業・木材産業の動向について」

と題して法改正や最新情報を分かり易く解説

していただきました。 

最後に、カムロ運送㈱の柿崎源太氏が安全

標語「身につけた基本動作が身を守る」と衛

生標語「健やかに重ねる年輪健康管理」を出

席者全員とともに唱和した。締めくくりは小

関一也副部会長が閉会を宣言した。今年も林

業労働災害ゼロ災を目指しましょう。 

４ 県立農林大学校地域プログラム会議開催!! 

 7月 19日県立農林大学校研修部緑風館（新庄市）セミナー室において、令和元年度「専修

学校による地域産業中核的人材育成事業」に係る地域プログラム会議が、鹿児島大学教授枚

田邦宏氏をプロジェクトリーダーに今田邦信校長、後藤副校長、尾形教授、齋藤准教授と県

森林ノミクス推進課笠井副主幹、森林研究研修センター伊藤主幹、県内林業・木材産業団体

4 名が参加し林業経営学科の授業見学と意見交換会を実施した。 

主な意見として、1.学生の基本のチェーンソー作業の訓練を重視して欲しい。2.安全教育

の充実を徹底する。3.高性能林業機械操作や資格取得について、業界では高く評価している。

4.学生は就業意欲が高く、離職率も少ない。5.測量技術の充実（コンパス周囲測量程度）し

て欲しい。（森林経営計画の作図作業等）7.作業班員とのコミュニケーション力が欲しい。 

8.森林所有者へのプレゼン力が欲しい。9.県

が目指す専門職大学との棲み分けが必要であ

る。10.フォレストワーカーからフォレストリ

ーダーへ、最後にフォレストマネージャーを

目指す人材育成としてもらいたい。11.加工施

設への希望もあり、選択制で木材加工主任者

資格取得支援も加えて欲しい。などが出た。 

 木産協関係では、青年林業士会から安楽城

林産㈱佐藤さつえ氏が出席している。次回は

10月頃開催予定である。 
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５ 令和元年度（第 70 回）全国労働衛生週間の実施について!! 

全国労働安全週間は、昭和 25年に第 1回が実施されて以来、70回を迎えることとな 

り、今年度は特に『健康づくりは 人づくり みんなでつくる 健康職場』をスローガン 

に、各事業場において、準備期間中（9月 1日～30日）に実施する推奨事項として、 

（ア）過重労働による健康障害防止のための総合対策の推進 

（イ）労働者の心の健康の保持増進のための指針等に基づくメンタルヘルス対策の推進 

（ウ）化学物質による健康障害防止対策に関する事項 

（エ）石綿による健康障害防止対策に関する事項 

（オ）受動喫煙対策に関する事項 

（カ）治療と仕事の両立支援対策の推進に関する事項 等を実施する。 

本週間（10月 1日～7日）に実施する事項として、 

 ア 事業者又は総括安全衛生管理者による職場巡視 

 イ 労働衛生旗の掲揚及びスローガン等の掲示 

 ウ 労働衛生に関する優良職場、功績者等の表彰 

 エ 有害物漏洩事故、酸素欠乏症等による事故等緊急時災害を想定した実地訓練の実施 

オ 労働衛生に関する講習会・見学会等の開催、作文・写真・標語等の掲示、その他労 

働衛生の意識高揚のための行事等の実施 等が定められています。 

つきましては、以上のような活動を重点に、それぞれの現場で経営トップはもとよ

り、関係者一人一人が労働衛生意識の高揚に努め、自主的労働衛生管理活動の一層の促

進を図るよう貴社社員に対し、連絡・指導方をよろしくお願い申し上げます。 

 

６ 樹木採取権制度等導入へ!!（6 月 5 日国有林改正法成立） 

 現在民有林においては、新たな森林管理制度が 4月からスタートし、森林環境譲与税等の

財源を原資に動き始めているが、国有林においても効率的かつ安定的な林業経営の育成を図

るため、現行制度の入札方式に加え、国有林の一定地域において、公益的機能の維持増進や

地域の産業振興等に配慮したうえで、木材の需要者と連携する事業者が、一定期間・安定的

に樹木を採取できる権利を創設するとともに、併せて川上の林業と木材の需要拡大を行う川

下の木材関連産業の連携の環境整備を行うためのシステムを導入する。 

【樹木採取権】樹木採取地区に生育している樹木を、一定期間、安定的に採取する権利です。 

樹木採取権は物件とみなし、存続期間は 50 年以内としています。しかしながら、運用面で

の期間規模は十年間、数百 ha、年間数千㎥の素材生産を想定しています。同採取権の設定を

受ける者は、設定の対価として権利設定料を納付することになります。 

 今後、指定区域が山形県にできるのか（全国で 10か所程度という情報も有り）、樹木採取

権の設定を受ける者の公募・選定があるのかなど楽しみにしていくこととする。 
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７ 木産協酒田飽海支部活動報告 

７月２４日遊佐町（時田町長）、酒田市（丸山市長）、７月

２５日鶴岡市（皆川市長）、７月２９日庄内町（原田町長、

吉宮議長）の各氏に対して、県木材産業（協）酒田飽海支

部（太田支部長）は、県木材産業（協）松田理事長、（協）

やまがたの木乾燥センター栗本理事長、出羽庄内森林組合

山本組合長、北庄内森林組合髙橋組合長、温海町森林組合

本間組合長、酒田木材工業団地（協）髙橋理事長の７団体

連名で「地域木材産業振興に関連する要望書」を提出しま

した。酒田飽海支部として、地域関連組合と行政機関に対し毎年要望活動に取り組むことで

大きな成果に結びついています。要望書の内容については、各自治体毎に事業物件はあるが、

今年度も引続き皆伐後の再造林で、植林に続く保育への支援嵩上げを共通の要望事項として

います。写真は時田遊佐町長への陳情です。 

８ ８月以降の行事予定 

8月 2日 ㈱北越マテリアル酒田工場竣工式  （酒田市） 顧問 

8月 2日 県中小企業団体事務局協議会通常総会 （山形市） 専務 

8月  5日 山形県再造林加速化対策会議    （山形市） 専務 

8月  6日 村山地域バイオマス協議会報告会  （山形市） 専務 

8月  8日 宮城県木連前会長畠山征宏氏叙勲祝賀会 （仙台市） 専務 

8月 23日 グリーンクラブ例会   （寒河江市） 専務 

９ 日本百名山シリーズ紹介（空木岳） 

  夏山・紅葉時にお勧めの山、中央アルプスの空木岳（2,864

ｍ）を紹介したい。登山口は林道の奥まで入れれば駐車場

スペースが僅かであるが 1 時間は短縮できる。スタート地

点はナラ林、ブナ林が続き、真夏の直射日光を防げて気持

ちよく登れる。1時間ほど登り、1回目の休憩場所となる池

山小屋前に冷たい水場があり、ここで汗を拭いたっぷり水

を補給する。この先はお決まりの急登となり、小地獄・大

地獄・迷い尾根等、怪しい危ない名前の岩場、鎖場が続く。

ダケカンバ帯を過ぎると一気に尾根に出る。ここからの山

頂までの稜線の美しさは素晴らしい。空木カールや避難小

屋を左手に見ながら進むと花崗岩の巨石群が現れる。写真

は「駒石」と呼ばれる空木岳山頂手前にある名物の巨石で

ある。ここまでくると山頂までもうひと頑張りである。山

頂からは、北に木曽駒ケ岳（中央アルプスの盟主 2,956ｍ）

や宝剣岳、北アルプスの山並み、東に南アルプス全山、南

に南木曽岳、西に御岳、乗鞍岳と 360度絶景である。山頂

から北西に下ると木曽殿越と呼ばれている義仲が山越え

をしたと云われている峠があります。なお、今回は通常 1

泊 2日のコース設定となるが、早朝スタートで日帰りがで

きました。下山してからの「駒の湯」と駒ケ根名物「ソー

スカツ丼」は外せないアイテムです 
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10 林野庁からのお知らせ 
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11 ６月期の住宅着工状況 
 令和元年 6 月期の県内新設住宅着工戸数は 794 戸となり、対前月比 143.1％、対前年同月比 117.8％、前年累計比は 95.8％となった。
地域別では山形市・天童市・鶴岡市・酒田市が伸びている。今月は、持家と分譲住宅が大幅増となった。木造率は 63.6％である。 

 


